
令和５年度当初予算

新型コロナウイルス感染症対応主要事業一覧
(単位：千円)

新型コロナウイルス感染症への対応経費 計 １４１，１９７，７８４

（１）診療・検査体制強化事業（新型コロナウイルス感染症対策本部：医療対策班）

３５０，７９８

地域外来における診察から検査までの一貫した体制を確保する。

（２）入院病床確保事業（新型コロナウイルス感染症対策本部：医療対策班）

３１，４８０，２４９

感染患者等の入院受け入れのための病床を確保している医療機関に対し、病床確保

料を補助することにより、入院病床を確保する。

（３）宿泊療養施設確保・運営事業

（新型コロナウイルス感染症対策本部：医療対策班）

１３，１９１，６５７

宿泊療養施設を確保し、運営を行うとともに、入院待機者を一時的に受け入れる入

院待機ステーションを設置する。

（４）（新）感染症検査体制等強化事業（保健福祉部：薬務課）

６３，６５７

感染拡大時における検査体制を強化するとともに、新たな変異株等も見据えた検査

機器などを整備する。

（５）感染拡大傾向時一般検査事業

（新型コロナウイルス感染症対策本部：総括班）

１，９５１，８３０

感染拡大傾向時において、感染不安を感じる方が検査できる体制を確保する。

（６）ワクチン接種事業（新型コロナウイルス感染症対策本部：感染症対策班）

５，０５２，６１４

ワクチン接種を円滑に進めるため、専門的相談に対応するコールセンターを設置す

るとともに、個別接種・職域接種実施への支援や大規模接種を実施する。

主な内訳



（７）自宅療養者支援事業（新型コロナウイルス感染症対策本部：医療対策班）

４，２５７，０４５

フォローアップセンターや陽性者登録センターの運営、食材配送などにより自宅療

養者を支援する。

（８）中小企業制度資金貸付金（商工労働部：経営金融課）

６７，４１２，０００

金融機関の伴走支援による融資を継続し、感染症により事業活動に影響を受けてい

る中小企業者の資金繰りを支援する。

（９）中小事業者経営継続支援事業（商工労働部：経営金融課）

４８，３７５

令和５年５月以降、実質無利子の新型コロナウイルス対策特別資金の償還が本格化

することから、各支援機関の相談機能を強化し、効率的な相談支援を行う。




